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インターバンクの声 （2016 年 7 月 8 日） 
 

英国民投票で欧州連合（ＥＵ）離脱派が勝利してから早２週間が過ぎた。国民投票

当日の英ポンドは、それまで１．４９ドル近辺で取引されていた水準から、投票結果

の行方が判明し始めた後、１．３５ドル前後まで急落した（一時的には１．３２ドルまで

下落）。当日は、さすがに下落幅が大き過ぎると思われていたが、急落当日の１．３９

ドル台後半までの反発を除けば、結局は１．３５ドル台が上値抵抗線になっている。

さらに７月に入って再び下げ足が早まり、今週中盤には１．２８ドル台も見ている。対

ドルでパリティー（１ポンド＝１ドル）までの予想は過激だが、１．２０～１．１５ドル程度

までの下落予想は決して少数派ではない。英国が実際にＥＵから離脱するのは随

分先になりそうだが、スペイン総選挙は波乱なく終わったものの、イタリアの世論調

査では反体制派政党「五つ星運動」の支持率が上昇しているらしい。まずは今晩の

米雇用統計の結果に注目だが、就業者数の増加が前月同様に低調となれば、再

びユーロ圏の政局動向も相場に大きく影響することになりそうだ。 
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